
 

 
 
 

 

 

２０１9 年度スポーツ庁委託事業 

 

 
 

 

「Special プロジェクト２０２０（特別支援学校等を活用した
地域における障害者スポーツの拠点づくり事業）」成果報告書 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

令和２年（2020 年）４月 

滋賀県 
 

 



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本報告書は、スポーツ庁の委託事業として、滋賀県が実施
した「2019 年度 Special プロジェクト２０２０（特別支援学
校等を活用した地域における障害者スポーツの拠点づくり事
業）」の成果を取りまとめたものです。 
従って、本報告書の複製、転載、引用等にはスポーツ庁の

承認手続きが必要です。 

 



 
 

１ 経緯 
  

近年、滋賀県内の障害者スポーツ大会参加者は高齢化し、参加者数は減少傾向にあ
る。その背景には、余暇の多様化とともに福祉サービスをはじめ、就労機会が拡大さ
れてきたことが考えられる。余暇の選択肢が増え、就労での社会参加が一般的になっ
てきたことを喜ぶ一方で、障害のある人の運動機会が一般成人に比べ低いことも笹川
スポーツ財団「地域における障害者スポーツ普及促進事業」（2016）の調査で明らか
になっている。 

また、我が国では、2019 年ラグビーワールドカップ、2020 年東京オリンピック・
パラリンピック、ワールドマスターズゲームズ 2021 関西など、スポーツのビッグイ
ベントの開催が相次いで開催され、スポーツの機運が高まりつつあるこの機会をスポ
ーツの「ゴールデン・イヤーズ」と捉え、この機会を利用し、障害者のスポーツ環境
をより整える必要がある。 

 
このため、平成 28 年度にスポーツ庁「特別支援学校等を活用した障害児・者のス

ポーツ活動実践事業」を受託し、「パラスポーツチャレンジプロジェクト」の事業名
で、障害のある人がスポーツに親しみ、継続してスポーツに取り組むことのできる環
境整備に向けた事業を展開し、環境整備に向け地域のスポーツ団体や様々な関係機関
とのネットワークの構築や、将来にわたり継続的に事業が実施できる体制の構築につ
なげたいと考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ １ 

＊参考【県大会参加者総数・実数の推移】           （単位：人） 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 目的 

 

  本事業では、県内特別支援学校のうち 1 校を対象として、休日に体育施設を地域     

 に開放し、特別支援学校の児童生徒、近隣の障害者、その保護者やスポーツ関係者を  

 交えたスポーツ活動が定期的に実施できる環境づくりに取り組むことで、障害者スポ  

 ーツの拠点づくりを目指した。 

具体的には、県立三雲養護学校を拠点として、地域のスポーツ団体をはじめとする

関係団体相互のネットワーク構築を図りながら、将来にわたり継続して事業が実施で

きる体制づくりに取り組んだ。  

 

 

３ 事業の概要 

 

（１）実施体制について 

・事業の実施体制については、パラスポーツチャレンジプロジェクト実行委員会を組 

織し、特別支援学校を拠点とするスポーツ活動の場を作るため、スポーツ教室の運

営について全４回実施した。 

・実行委員の構成は、進捗管理やスポーツ教室の運営に幅広い知見が得られるよう、

特別支援学校、滋賀県障害者スポーツ協会、総合型地域スポーツクラブ、障害者の

保護者等で構成する手をつなぐ育成会、滋賀県障がい者スポーツ指導者協議会、県

立障害者施設、滋賀県文化スポーツ部スポーツ課（事務局）とした。  

 

 

* 本県の障害者スポーツの取組 （パラスポーツチャレンジプロジェクト【特別支援学校】が本事業） 
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（２）実行委員会の役割 

・特別支援学校を拠点とするスポーツクラブ推進のため、クラブの運営について協議

する。 

・地域に開かれた障害者スポーツの拠点とするために、実施主体者(再委託先)にその

ノウハウを還元するとともに、特別支援学校や地域の関係機関との関係を構築する。 

・継続的に活動できるように地域の関係者が中心となってサポートする。 

 

＊ 実施体制（実行委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 実績 

 

・軽スポーツ教室は、知的障害者を対象に全６回実施した。 

・軽スポーツ教室の内容は、比較的簡単で親しみやすいスポーツを実施した。 

（参加者のべ 57 名） 

・スタッフは、総合型地域スポーツクラブの指導員に協力を依頼した。 

（指導者数のべ 45 名） 

・会場となる特別支援学校の部活動へ指導者を派遣し、軽スポーツ教室を実施した。 

（参加者のべ 15 名、指導者数 10 名） 
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＊ 事業の概要 

回数 実施日 種目・内容 参加者数 指導者数 

１ 7 月２日 
【部活動指導者派遣①】 

卓球 
５名 ２名 

２ ７月９日 
【部活動指導者派遣②】 

カローリング 
５名 ２名 

３ ７月２０日 
【軽スポーツ教室①】 

バルーンスポーツ 
４名 ６名 

４ ９月７日 
【軽スポーツ教室②】 

コップビンゴ、カローリング 
２名 ７名 

５ １０月５日 
【軽スポーツ教室③】 

ボッチャ 
３名 ６名 

６ １１月９日 
【軽スポーツ教室④】 

ファミリーバドミントン、輪投げ 
２４名 ５名 

７ １１月３０日 
【軽スポーツ教室⑤】 

スポーツ吹き矢、おじゃビンゴ 
３名 ６名 

８ １月１１日 
【軽スポーツ教室⑥】 

スポーツ吹き矢、ディスコン 
２１名 ５名 

９ ２月６日 
【部活動指導者派遣③】 

コップインゴルフ、ビンゴボール 
５名 

６名 

 

  のべ人数 ７２名 ４５名 

 

 

 

＊ 活動の様子 
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４ 成果 

 

・今年度は、地域での事業定着化と併せて、特別支援学校など新規の参加者を獲得する

ため、新たに特別支援学校の部活動への指導者の派遣を行った。 

・参加者のニーズに応じた内容を設定することにより、参加した部員は、初めてのスポ

ーツでも興味を持って楽しむ姿が見られた。また、参加した教員も一緒に楽しむこと

ができ、学校での活用も期待できる。 

・実行委員会より、参加者の感想や意見を聞き、参加者のニーズに応じた事業となって

いるのか調査してはどうかという意見が出たため、参加者へのアンケートを実施した。

少ない人数の調査ではあるが、「とても楽しかった」「楽しかった」「また参加したい」

という回答が多く、参加者の満足度を得ることができ、また、運動強度も「ちょうど

よかった」という回答が多く、事業の有効性を確認することができた。 

・より身近な人に事業に参加してもらうため、近隣のグループホームや放課後等デイサ

ービス、障害者施設を個別に訪問し、事業の周知・啓発を行った。その結果、放課後

等デイサービスから新たな参加者を得ることができた。 

・財源を確保するために、会場で募金箱の設置を行った。運営経費の充足には至らなか

ったが、財源確保の課題については、スタッフの確保とあわせて、参加者への一定の

負担も視野に入れながら検討する課題であることを共通認識することができた。 

 

 

＊ 活動の様子 
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■実施日 令和2年1月11日(土）　＊4回目(全6回中）

■内容 スポーツ吹き矢、ディスコン

■参加者数

■参加者層
性　別 男性　 女性 未記入

人数 6 5 1

年　齢 0～９ 10代 20代 30代 40代 50代 60代 未記入

人数 0 2 3 0 1 1 1 4

居住地 湖南市 甲賀市

人数 3 9

交通手段 徒歩　 自転車　 車　

人数 1 1 10

■質問と回答
Ｑ１　楽しかったですか？

人数

Ｑ２　難しかったですか？

人数

Ｑ３　しんどかったですか？

人数

Ｑ４　活動時間は長かったですか。短かったですか。

人数

Ｑ５　また、参加したいですか？

人数

Ｑ６　やってみたいスポーツがあれば、自由にお書きください。

Ｑ７　ご意見・ご感想があれば、自由にお書きください。

わからなかった少し難しかった簡単だった　

楽しくなかった 未記入

1
とても楽しかった 楽しかった

未記入

7 4 0

しんどかった ちょうどよかった ものたりなかった 未記入

2055

11100

長かった ちょうどよかった 短かった 未記入

2 9 0 1

参加したい 　参加したくない 未記入

もっと運動したい頑張りたい

パラスポーツチャレンジデー　参加者アンケート　【まとめ】

パラスポーツ2 ストラックアウト バドミントン

ちょっと寒かった 楽しかった ちょっと簡単だった

11 0 1

スポーツ吹き矢 ビンゴゲーム ビーチバレー

＊ 参加者アンケート【まとめ】 
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５ 課題 

 

・事業の継続には一定の参加者の確保が必要であるが、前年度と比較して、参加者数が

増えていない。その原因として、昨年度まで参加していた作業所が、日程の都合上参

加できなかった日があったことが大きかった。 

・関係者が集まる機会を利用し、事業の周知を進めてきたが、新規の参加者増加にはつ

ながっていない。個々の事業所等を個々に訪問するなど周知の方法を工夫し、事業の

趣旨や有効性を認識してもらう必要がある。 

・財源については、助成金に頼っている現実があり、事業を継続して実施するためには、

助成金を活用しながらも、事業主体者の運営経費や参加者負担金などの自主財源の確

保が必要である。 

・特別支援学校の部活動に指導者派遣を行い、軽スポーツ教室への参加を促進したが、

生徒の参加には繋がらなかった。学校で実施した取組をいかに軽スポーツ教室につな

げていくか、また卒業後の余暇活動やスポーツ活動、健康づくりの取組などに関する

学校との連携についてさらに検討を進める。 

・「参加者アンケート」の結果より、取組内容については、「少し難しかった」という意

見が半数あり、障害の程度や運動能力等に合わせて内容を工夫する必要がある。 

 

 

 平成 30 年度 令和元年度 比較 

実施回数 6 回 9 回(部活動含) +3 回 

参加者のべ人数 143 人 72 人 -71 人 

1 回あたりの参加者数 23.8 人 8 人 -15.8 人 

 

 

６ 今後 

 

・前年度より、参加者数が減少したことから、次年度は、実施日を固定したり、早期に

年間計画を周知したり、事業を年間計画に位置付けてもらい、参加者が意識しやすい

ように実施形態を工夫する。（例：毎月第１土曜日） 

・地域に事業をより周知・理解していただくために、実行委員会の委員に市からも参画

いただくとともに、近隣の施設に直接訪問するなど地域に根付いた事業を目指す。 

・運営経費の財源を確保するために、実行委員会において、助成金および参加者の参加

費負担がどの程度必要かなど、事業の内容等を踏まえて具体的な検討を行う。 

・会場となる特別支援学校の部活動に指導者派遣を新たに実施したが、部員の事業参加

はなかった。次年度は、部活動への指導者派遣を拡充し、事業の周知と参加を促進す

る。また、卒業後のスポーツ活動の場となるように学校の協力を求めながら学校から

卒業生へ事業の周知を図るなど、特別支援学校がスポーツの場、交流の場となるよう

に取組を進める。 

 
７ 

＊ 前年度との実施回数および参加者数の比較  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参考資料】 

 

 

 

各事業の案内 
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